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（論文内容の要旨） 
 
－台湾原住民族の芸術・歴史・伝統・宗教・儀礼・習俗・装飾からの考察－ 
 台湾原住民族とは、台湾に先住していたオーストロネシア系の民族諸集団のことをさす。歴代の中国
王朝では蕃族と呼ばれ、日本植民地期の後半には高砂族という名称で呼ばれていた。しかし現在では、
原住民族という名称が公的に用いられている。 
 私は、原住民族に生まれ、子供の頃から普通の学校の義務教育（漢民族の教育）に加え、原住民族の
文化や風習を家庭や民族集会で学んできた。現在の台湾では、郷土文化の保護が重要な課題となってい
る。特に、かつて差別の対象でもあった原住民族の、自然との共生を重んじる文化や明るく元気な気質
が、今は台湾全体で見直されつつある。さらに原住民族固有の文化を保護する動きと現代のポピュラー
カルチャーの浸透によって「古き文化と新しき文化」の二つの文化の融合があり、そこに原住民族の新
たなアイデンティティーの再生がみられる。この動きのなかで、私は、油画と壁画の領域で貢献したい
と考えて制作している。 
 本論の構成は、台湾原住民族の歴史・文化・芸術、そして私の作品解説からなる。ここでは、原住民
族の作品の、いわゆる最終的な結果として現れる表面的な造形美のみを対象とするのではなく、むしろ
原住民族の生活形態、諸儀礼、神話、習慣などといった制作背景に着眼し考察した。そのうえで、私の
制作では、伝統的な生活に現れた装飾を、単なる美の追求にとどまるものとしてではなく、祖霊神話の
物語の背景を構築するものとして捉えたうえで、伝統美と現代的感覚の調和を模索している。 
 第一章「台湾原住民族の歴史」では、先史時代から中国の歴代王朝、ヨーロッパ民族、清朝、日本植
民地期、そして光復後の台湾について述べた。発掘調査によると、1800年前から、原住民族と大陸の漢
人との交易があった。だが、原住民族は文字を持たなかったので17世紀までの正確な歴史は分からない。
17世紀にはオランダ、明朝の遺臣の鄭成功、そして清朝が台湾を支配し、19世紀末から1945年までは日
本の植民地となった。特に清朝から日本植民地期にかけて、原住民族は漢民族および日本の言語や習慣
を取り入れて、次第に固有の言語や文化を失ってしまった。しかし、諸種の権利運動の広がりと共に、
言語を含めた伝統の見直しや、民俗資料の収集、記録が、各民族のあいだで行われつつある。 
 第二章「台湾原住民族の宗教と社会」では、地域組織、親族組織、宗教と生活、諸民族の伝説、占い、
シャーマン、首狩りなどについて、論じた。原住民族の宗教は、民族の伝統文化や原住民族運動を背後
から支える役割を果たしてきた。それぞれの民族の祭祀は、「農耕豊饒」、「大漁追福」、「疫病退散」、「無
病息災」、「祖先崇拝」などを目的とし、今も原住民族の精神生活に極めて重要な影響を及ぼしている。 
 これらの原住民族の宗教、儀礼、演奏、踊りなどの習俗的な事柄は、様々なモチーフとなって、いつ
も私の作品表現に大きく関わっている。私は、小さい頃から原住民族の村で育ち、成長してからは意識
的に原住民族の文化を学んできたから、そのような制作方法は自然なことであった。とはいえ、私は、
原住民族のモチーフをそのまま自分の絵画で再現したいのではない。むしろ、自分の意識のなかでそれ
を咀嚼し、自分に可能な、自分なりの独自の表現を絵画の中で作っていきたいと考えている。 
 第三章では、順益台湾原住民博物館、台湾故宮博物館、ケ・ブランリー博物館（フランス・パリ）、日
本民芸館での資料調査や、原住民族の村での訪問調査、図書館の資料収集、アーカイブをつうじて得た、
原住民族の装飾について紹介し、私なりの考察を加えた。 
 ここで紹介したのは、パイワン族の「シャーマン用の呪術収納箱（カネポチ）」、「連杯型酒器」、「５年
祭用の飾板」、「短刀の柄」、「パイプ」、「占い用の壺」、ヤミ族の「祖先像浮彫食器」、ルカイ族の「祖霊
像浮彫頭目家の板」、パゼヘ族の「青銅製シャーマン用の鈴」などである。これらの品々は、葬礼、病気
治療、占い、託宣、幸運招来祈願、重要な民族共同の農耕儀礼などに用いられた。これらは、単に民族
の大事な財宝ではなく、祖先の霊魂が子孫を守るための拠り所や、その民族が暮らす土地とのつながり
を象徴する。そして、これらの装飾として、百歩蛇や人体、眼、太陽、月の文様が、施されている。い
ずれのモチーフも大胆に抽象化され、小さな文様となって、整然と密集して並べられ、左右対称を成し
ている。同じことはタイヤル族などのイレズミにもいえる。これらの要素は、次に述べる私の作品のイ
メージソースともなっている。 
 第四章では、2005年に東京藝術大学の修士課程に入ってから、2009年現在の博士課程までにいたる自
作について、年代順に解説した。私は、原住民族間で共通する儀礼、あるいは各原住民族の独特な文様
を主なモチーフとしてきた。そこには宗教的な意味もあるし、祖先や精霊への思いも込められている。 
 さらに、日本の伝統的な絵画表現を研究し、壁画分野で学んだことが、私の表現に変化をもたらして
いる。例えば、台湾原住民族は、小さな部分を積み重ねることで装飾をつくってゆくのに対して、日本
の琳派の装飾では、余白を大きく取り、面と曲線によって画面を構成していることに気がついた。私の
作品にも、そうした要素が流れ込んでいる。また、壁画の学習では、グラッフィートやモザイクの技法
を学び、油画よりも古い絵画の根源に触れて、表現の幅を広げることが出来た。そして、イタリアのガ
ッラ・プラチディア廟のモザイク壁画の修復に参加し、台湾原住民族も中世の西洋人も、ともにアニミ
ズムの世界を生きていたことを知った。 
 逆説的なことであるが、私は、故郷を離れて、日本の伝統的な絵画表現や壁画の技法を知ったことで、
自分のルーツである台湾原住民族の文化を、より深い部分で理解できるようになった。すなわち、かつ
ての原住民族が感じていたであろう自然への愛と畏怖を、現在の私の感覚や制作のなかで再現し、現代
的なかたちで再出発させたのである。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 「ディアスポラ」という言葉の流行に見られるように、ここ数年来、個々人の民族的ルーツと芸術と
の関係が人文諸科学の研究領域を超え、広く一般にも注目されてきている。それは急速に非個性化をと
げていく社会を生きる現代人の抗いがたい欲求でもあろう。 
 周美花は、台湾原住民族に生まれ、日本で長らく油画と壁画を学んできた。本論文は、遠く祖国を離
れた場所でこそ見えてきた、民族的ルーツと自作との関わりがテーマとなっている。その構成は、台湾
原住民族の儀礼や芸術を述べた前半と、自作について述べた後半部の二部からなる。前半では、人文諸
科学研究の手法を踏襲しつつ、自作に登場する台湾原住民族に関連する儀礼や工芸品などをとりあげ、
その思うところを述べている。やや総花的な印象も否めないが、周の作品と合わせて考えるのであれば、
そこに登場する様々なモティーフの意味や背景をより深く理解するうえで、欠かせない部分となってい
る。 
 後半では、自作やその制作過程を振り返ることにより、そこに通底する原住民族の文化・芸術と自作
の紐帯関係を明らかにしている。具体的には、周が幼いころから目の当たりにしてきたであろう、女性
の生活や労働、服飾品、儀礼や神話などが、作品とその制作過程の文章化によって、鮮やかに浮きあが
ってくる。それは人類学者らが物語る他者なる視点ではなく、温かく細やかな自らの視点である。もち
ろん鑑賞者は周の作品を通じてこそ、そのメッセージを感じ取ることができるのだが、いっぽうで論文
によってこそ、周の作品とそのルーツに通底する精神が、自然への愛と畏怖であることを認識し、その
優しさと力強さに感銘を受ける。すなわち本論文は周の個人的な体験にもとづいた内面世界の話のよう
であるが、作品と合わせて読むことによって、現代人の個々のルーツとの関わりをも再考させるものと
なっている。 
 周によれば、台湾原住民族はいわゆる絵画表現という手段をもたなかったという。もしそうであるな
らば、周の論文は将来的に台湾原住民族が絵画表現の方向性を探っていくうえで大きな指標となってい
くであろう。また論文を書くという作業は、自己の思考を客観化していくことでもあるが、遠く祖国を
離れた、しかし同じアジア圏でもある日本でこそ周のなかにある様々な思考が整理・昇華されたとも言
え、より広い意味で今日的な民族的ルーツと芸術との関わりについて一石を投じる契機ともなりえる。
以上のように、本論文は日台両国、また今日的な芸術的課題においても確かな意義をもつものと思われ、
博士論文としての十分な内容と価値を備えたものとして評価したい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 周美花さんは、出自が台湾原住民族であり、彼女の絵画作品のよりどころでもある。現代に生きる自
分自身のアイデンティティを、すなわち自己同一性を探ることが、彼女の絵画制作における最重要課題
である。台湾原住民族の宗教、儀礼、神話を通して、伝統文化とは何かを、歴史をとおして学び、同時
に台湾における「民芸」ともいえる造形品を食い入るように観察している。その結果、自分自身の祖先
や精霊をテーマに自作品を制作している。山の民、海の民であった祖先の精神生活を現代に呼び戻す行
為でもある。具象的形体が装飾的に構成され、「動物たちの祭典」のようにシンメトリックなトーテンポ
ールのような画面になったりしている。 
 博士課程に入った時期から、油絵具という物質の性質をよくわきまえ、西洋絵画の伝統的制作手順に
のっとり、制作を進めている。描かれる動植物の対象は、一度周美花さんの身体で咀嚼され、その結果
生み出された形態になって構成される。いいかえれば、グローバルな世界に生きている現実世界とロー
カルな世界を生きたいと願う精神世界とが一体化した、地球人としての彼女のひとつの解答であるのだ
ろう。それゆえ、提出された絵画作品は、博士号取得の水準に十分に到達していると、審査に加わった
教員全員が評価したことを報告する。 
 今回の東京藝術大学における経験を生かし、国際人としての周美花さんが制作活動を発展させ、そし
て自国の芸術文化に寄与できることを切に祈りたいと思う。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 周美花の論文と作品の研究テーマは出自である台湾原住民族のアイデンティティーの再生である。四
章から成る論文は、第一章、第二章が台湾原住民族の歴史、宗教、儀礼、習俗という社会的背景の調査、
第三章は生活用具や服飾の文様と象徴について前章との関係を美術的視野から考察する内容である。第
四章は壁画古典技法の研究と修士課程及び博士後期課程において制作した自作を年代順に解説する内容
である。論文の記述によると台湾原住民族は元来文字を持たない民族であったという。従って日用品や
服飾における様々の文様は、言葉と同等に伝達する役割りを担う重要な意味を持つものであった。伝統
的文様は自身の絵画作品の中にも重要な要素として組み込まれている。提出された油画による四点の絵
画作品は、いずれも海や山に生きる台湾原住民族の生活に根ざしたモチーフである。主題となるものを
中央に配するモニュメンタルな構成は、日本の障壁画、特に淋派における構図の研究や壁画の共同制作
の経験から得られた複合的な研究が生かされたものである。これらは修士課程在学中の作品に見られる
風景に配された人物表現とは大きく異なる点であり、表現力の向上がみられる。しかし、作品の第一の
特徴は、伝統的な文様を組み込むことによる象徴性とシャーマニズムやアニミズムという精神世界に起
因する神秘性が共存する点であろう。たとえば、生きる(1)、(2)では狩猟によって得られた魚やイノシ
シは単なる食物ではなく神聖な存在として描かれているように見える。また、収穫祭では農産物をあえ
て平面的にとらえることで文様表現との境目を取り除く意図が窺える。これらの表現は、遠い祖先たち
の精神世界を受け継ぐ周自身が、現代人として発する感性を絵画に置き換えた結果である。これは祖先
たちが文様を表意文字のように重宝したことと同様に優れた造形と視覚文化を継承する台湾原住民族の
アイデンティティーの再生に他ならない。 
 論文は、台湾原住民族を多角的、客観的視点で調査し、多くの基礎資料や現地取材、博物館における
展示品の観察に基づいて記述されており、特に台湾諸民族の比較分析や美術家の視点による装飾と象徴
を精神世界と関連づけて記述した内容は大変興味深い。台湾の留学生が我が国において日本語で台湾原
住民族に関する論文を発表することは学際的研究からも大変意義深いもので、台湾原住民族の研究にと
どまらず、東アジア少数民族を研究する上でも関連資料として有益である。同分野を研究する我が国の
後進達にとって貴重な論文となるであろう。論文、絵画作品共に博士号取得にふさわしい水準に達して
いることを審査委員全員が確認し、博士の学位授与を認めるものとした。 
 
